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機器・構造物の部材や配管などに
生じるき裂は、検査時には常温、常
圧、無負荷状態であることから、一
般にき裂が閉じており、精度の高い
深さ測定は困難である。特に、疲労
き裂や応力腐食割れではその傾向
が顕著である。さらに厚肉部材の裏
面き裂においても、高精度な測定が
困難な状況である。

精度の高いき裂の測定は安全性
を確保した上での機器・構造物の寿
命延長につながり、無用な設備投
資を削減できることからその経済的
メリットは大きい。

本発明では、閉じたき裂あるいは
裏面き裂を超音波法や電位差法に
より検査する際に、対象部位近傍を
加熱あるいは冷却することにより、
測定感度を向上させる方法を提案
している。

●応用例
・高精度き裂深さの測定装置

き裂深さ測定の高精度化
ができます。

ステンレス製φ700mm、肉
厚40mmの原子力配管模擬
試験体において、外面から
の数分の加熱で、内面溶接
部に引張応力の発生を確認
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15mm厚のステンレス鋼にお
ける裏面き裂に対し、表面を
冷却することにより、冷却前
には測定できなかったき裂が
超音波法により確認できた。
さらに、冷却を止めると再び
確認できなくなることから、き
裂の進展には影響しないこと
も確認。
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Local Cooling Local Heating

Tensile thermal stresses open closed cracks.

THERMAL OPENING
Simple technique to enhance sensitivity 

of Nondestructive Evaluation of CLOSED CRACKs
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熱源

40mm厚のステン
レス管の内面き
裂に対し、外面か
ら加熱を加えるこ
とにより電位差法
による測定感度
の向上を確認。

氷柱実験方法
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実験結果


